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これは世につたえておきたい 
　　　　　かたっておきたい 
わが胸の底から真実のおもい 
人生幾山河のめぐりあい 
あの日の風やひかり　そして空のひとひら 
哀歓のかがり火に生きた幾年月の路 
「自分史図書館」は　その証言館です。 
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受贈図書紹介 
順次紹介していますが受贈日より多少遅れます。 
あしからずご了承下さい。 
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○ 朝鮮全土を歩いた日本人 
　 　農学者・高橋昇の生涯 
　　　　　  　 河田　宏  著 
 
　私の書棚に、贈呈高橋甲四
郎、平成15年９月18日と扉
に貼付の一冊『朝鮮半島の
犂・高橋昇著』という大冊が
ある。河田さんの著とおなじ
日本評論社からの刊行、定価
6600 円。この本を拝掌した
とき、朝鮮全土の農民が使用
した犂が地域それぞれにかく

もバラエティに富んでいたものか、またそれをよくぞこ
まめに実態調査されたものだと感銘した。 
　この農学者高橋昇の評伝を、このたび、河田宏氏が筑
後八女矢部川のほとり上妻津ノ江生まれの幼少時から敗
戦朝鮮よりの引揚げ、1946年55歳での死去、その後の
遺稿出版に至るまでの生涯をまとめられた。日本は朝鮮
の農業を古くさく遅れたものと見て、日本の方式を押し
つけようとした。それに反対、朝鮮全土を踏破、実態を
調査し、朝鮮のきびしい風土に即応した驚くべき農法が
あることを実証した農学者高橋昇の風貌が鮮明に描きだ
されている。この本のカバーに、質朴な学者のありし日
をしのばせる写真、裏にカヤの束を背負う朝鮮のいとけ
なき少女姉妹の写真がある。この日本の農学者が如何に
ヒューマンな思いで朝鮮全土に生きる農民に対応された
か、察知され新たな感慨が呼びおこされる評伝である。 

（椎窓  猛） 

　４月１２日、昼前、黒木町の歌人仲間での歌集「藤」
を持参、日向神ダム、トンネル前の大渕にお住まいの月
足いつ子さんが来訪された。「ｙａ」３８号に紹介して
いたので、その礼状をもって見えられたのである。「花
咲く春が名実共に訪れました。先日は自分史図書館だよ
り「ｙａ」に私達のつたない歌集を紹介して頂き、あま
りにも思いがけなく会員一同感激致しました」とのよし。
よろこんでいただければ編集者としても有難く嬉しい。 
　月足さんのふるさとの山と語られる平野岳の眺望が眺

められる天窓舎に招じ、しばし月足いつ子さんより、黒
木町歌人「藤」仲間の方々のお暮らしぶりを伺った。月
足さんは、以前より町の学校、給食などのお仕事もされ
ていたとのお話だが、現在は家業の農、とくにスモモ栽
培にいそしみながら、楽しく歌道ご精進とのお話。前回
は、５名５首のみの紹介であったので、改めてこの号に
６人の方の作品を掲載し、黒木町「藤」歌人の活躍ぶり
を見ていただくことにした。　　　　　　（椎窓猛） 

○ 歌集　藤（第２集）　　　　　　　黒木短歌会 
 
　序に歌人近藤雅美氏 
「何と分りにくい短歌が世に満ちあふれている昨今であ
るが、また言葉を飾ったり、人に阿ることを知らない黒
木の仲間たちの素朴、大胆、奔放な、それでいて真実、
心のこもった作品は捨て難い。」 
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歌集「藤」第二集、さらに紹介 



○ 鎮魂記　白菊連想 
菊池康夫  

　著者は１９２４年、東京
の生まれ。東京物理学校卒
業後海軍技術将校として、
激動の昭和を生きぬかれた
足跡を綴られた戦中自分史
というべき内容。 
　表題の「白菊連想」とは、
「天一号菊水作戦」の名の
もとに、大和航空隊にくだ
った特攻命令によるもの。 
　作者は清楚な美しい植物
の菊花ではなく、特攻沖縄
の空へ・・・と悲惨な戦争
末期に広がっていく言葉と
追想されている。この書き
だしに斉藤茂吉の歌が引用
されている。 
　このくにの空を飛ぶとき
　　悲しめよ 
　南へむかふ雨夜かりがね 

○ プラトニックラブ 
　　灰色の中の青春 

江頭静枝  
　帯に、－今だから書き綴
れる６０年前の回想－南の
島に散った青年と箱入り娘
のラブ・ストーリー。戦争
中に生きた若者たちの純粋
にして熱き恋心を描く－ 
　「さあ、お別れだ」と 
　手をさしのべた彼 
　「泣かないネ」と 
　言ひつつ頬にいくすじか
　の涙を光らせて握手した
　私彼の掌のぬくもりをひ
　しひしと身に感じつつ 
　ぐっとこみあげて来る悲
　しみを私はどうすること
　も出来なかった。－江
　頭さんは灰色の青春の中
　のプラトニックラブの悲
　哀が今の時代に理解出来
　るだろうか。でも私は「し
　みじみ、しあわせと思っ
　ている。と結んでいる。 

○ 古稀の歩み 
古賀哲也  

　昭和８年、宗像福間生ま
れの著者は九州大学大学院
卒後県庁勤務、農政一筋に
勤められたその足跡をまと
められた人生記録集。 
　私がもっとも心魅かれた
回想文をあげたい。 
　高千穂の大自然の美しさ
に魅せられてきたが、「景
色のすばらしい農村ほど貧
しい」という農学者の言葉
が心を痛めてならない。そ
れは高千穂も例外ではない
からである。郷の山々の間
に点在する農家の軒端につ
るしたトウモロコシの美し
い色を、旅行者はグレコの
絵の美を見るようだと讃美
するが、私はその中にかく
されている貧困さが瞼から
去らない。市場から遠く離
れた山村の農家は、わが国
経済発展の道から大きくと
り残されている。 

○ ふるさと散歩大川  
　筑後川下流域に広がる大
川市は、国民栄誉賞に輝く
古賀政男先生のふるさとで
あり、歴史、伝統文化の香
りただよう町である。また、
全国に冠たる木工業を主軸
に醸酒、織筵のまちであり、
農産物や海と川の幸に恵ま
れた活気に満ちた町である。 
　この本を手にしながら、
ふるさと大川の歴史や文化
を探訪していただいたら幸
いであると、刊行のことば。 
　大川のエピソード集とも
いえる内容で興味深い話が
いくつも収録されている。
またこの本のつくりが清楚
で手がたい感触を持ってい
る。「ふるさと散歩大川」
との表題が内容とぴったり
マッチしている。 
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インターネットでもご覧になれます。 http://www.jibunshitosyokan
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